
公明党千葉市議会議員団 TEL.043-245-5483 https://chibakomei.com/
FAX.043-245-5584お寄せいただいたご意見・ご要望については、政策提案等に役立ててまいります。

年齢・お住まいについて（該当するものに✓をおつけください。）
▶お住い　　□ 中央区　　□ 花見川区　　□ 稲毛区　　□ 若葉区　　□ 緑区　　□ 美浜区
▶年齢　　　□ 20歳未満　□ 20～39歳　　□ 40～59歳　　□ 60～74歳　　□ 75歳以上

市政に関するご意見やご要望をお寄せください！
●生活者・事業者への物価高対策
■上下水道料金の減免 
■学校・保育施設等給食費支援
■消費活性化・生活支援キャンペーン
■中小企業者エネルギー価格等高騰支援
　

●市民サービスの向上
■「書かない窓口」導入
■マイナンバーカードセンター設置
■所得証明書のコンビニ交付サービス
　10円キャンペーン
　

●防災・減災対策
■学校体育館のエアコン設置
■災害時のトイレ体制の整備
■多様な避難体制の強化

●安全・安心な市民生活
■空き家等対策総合支援補助
　

●安心して暮らせる諸施策の拡充
■あんしんケアセンターの充実 
■認知症損害賠償補償制度導入 
■高齢者等ごみ出し支援
■帯状疱疹ワクチン予防接種費用助成の拡充
　

●障がい児・者支援施策の推進
■医療的ケア者等施設通所加算
■農福連携の推進
　

●安心して学べる教育環境の整備
■学びの多様化学校の整備
■フリースクール等民間施設利用料補助

　社会状況の変化を踏まえ、既存事業の見直しや、効率化を徹底する一方で、未来を担う子ども・若者
への支援、教育環境の充実、持続的な高齢者・障がい者等への支援、そして、気候変動対応や脱炭素社
会の実現に向けた取り組み、さらには都市機能の更新など、令和８年度予算案が将来の千葉市を形づく
るための重要施策に重点配分されていることを確認しました。
　加えて、財政調整基金の取崩しが続く厳しい財政状況下にあっても、持続的な財政運営に資する施策
を着実に実施し、また、限られた財源を最大限に活用し長引く物価高騰への対策を盛り込むなど、市民の
声を集約した公明党千葉市議会議員団の令和８年度予算編成に関する要望項目が多く反映されている
ことが認められたことなどから、新年度予算案を評価すべきものと判断いたしました。

令和8年度予算に対する公明党市議団の意見表明

一般会計 541,700百万円 増減率　▲1.7％ 対前年比　▲9,500百万円
特別会計 479,269百万円 増減率　＋4.3％ 対前年比　19,564百万円
合　　計 1,020,969百万円 増減率　＋1.0％ 対前年比　10,064百万円

令和８年度の一般会計と特別会計１７会計（企業会計含む）および合計の全会計規模

公明党市議団が提出した意見書が採択されました

幕張新都心に新たな市立病院が誕生

千葉市立幕張海浜病院建設現場を視察する市議団

　本年、令和８年１０月１日（予定）に、「千葉市立幕張海浜病院」が、幕
張新都心若葉住宅地区に隣接する若葉三丁目に開院します。
　老朽化した市立海浜病院の機能をベースとして、少子超高齢社会
に対応するため、５６床増の349床、呼吸器外科、膠原病・リウマチ内
科、歯科口腔外科の３科増の32診療科を備えた新たな中核病院とし
て位置づけられます。
　市議団として、新病院整備の進捗状況や事業概要を現場で直接確
認することを目的に、3月9日に建設現場を視察しました。
　病院局からは、工事の概要と現在の進捗、および新病院で強化する
機能について説明がありました。新病院は、救急・災害医療の強化
や高度医療の市内完結を可能にする体制とし、周産期・小児医療に
ついては同一フロアに集約（3階）することで、妊産婦・新生児・小児
の切れ目ない診療体制を整備することや、構造面では免震構造を採
用し、高潮対策としての敷地嵩上げや災害時の人員・物資の救急輸
送にも活用する屋上ヘリポート、井戸水利用など災害に強い病院づくりの計画の説明があり、市民の「命を
守る基盤」を大きく前進させる整備が進められていることを確認しました。
　概要説明後、1階の外来・救急・検査エリアや放射線治療室、X線透視室、2階の手術部・集中治療関連、
4階の病棟（多床室・個室）の順に工事現場を見学し、整備の進捗と合わせて院内の主要導線を実際に歩く
形で、患者・職員動線を確認しました。
　見学後は感染症対策や、免震構造、浸水対策、さらに、市立病院として初の設置となるヘリポートの活用な
ど、災害に強い病院づくりへの取り組みについて質問し、感染症患者を専用動線で受け入れる仕組みや、隔離
病棟の運用、再来機や案内表示の工夫、ヘリポートから救急部門への動線設計、設備更新や井戸水利用など、
機能面・安全面の取り組みについて回答があり、新病院の実効性ある運用体制を確認することができました。

●脳脊髄液漏出症患者の救済を求める意見書
●非核三原則の堅持を求める意見書
●火葬場の整備等に対する財政措置及び関係法令の整備を求める意見書
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市民の安心につながる病院整備を一貫して推進 鳥瞰イメージ（花見川通り上空）

＊一般会計の規模は過去２番目、全会計の規模は過去最大となりました。将来の千葉市を形づくるた
　めの重要施策に重点配分される未来への展望を描く予算となっています。

市議会だより
公明党千葉市議会議員団
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公明党市議団の代表質疑より 不登校の子どもたちへの新しい支援

道路の防草対策について

自動運転バス実証実験を実施
駅から先の移動を支える、新しい公共交通のかたち
　自動運転バス（レベル2）の実証実験が、千葉市緑区あすみが
丘地区で実施され、JR土気駅から大椎町南までの約3.3kmを、
小型EVバスが約15分で走行する形で、運転手が状況に応じて
操作を行いながら進められました。
　本市では、深刻化する運転手不足への対応として、2027年度
には特定条件下で無人運転が可能となるレベル4の実装を同地区
で目指しており、これまで幕張新都心で実証を重ねてきた経験を
踏まえ、道路幅が広く既存のバス路線の運行ルートである、あす
みが丘地区を、早期実装に適した環境として選定しました。試乗
会では、ロータリーや路上駐車のある場所で、運転手の介入が必
要となる場面も確認され、今後の改善点として共有されています。
　代表質疑では、鉄道駅と住宅地・公共施設をつなぐ「ラストワ
ンマイル交通」の重要性について市に質し、市長からは、「地域
公共交通を確保・維持していくための一つの手段として、自動運
転バスの社会実験は大変に重要」との答弁がありました。
　市議団では、日々の暮らしを支えるうえで、より大切なのは、
「駅から先の移動をどのように確保するか」と考えます。鉄道駅とラストワンマイル交通の連携は、鉄道利用の
促進や、高齢者・子育て世帯の移動負担の軽減、商店街や公共施設の利用増加などにつながり、こうした取
り組みを通じて、駅周辺の価値を向上させるまちづくりを推進してまいります。

　全国的に不登校の子どもが増える中、本市でもフリースクールを利用する家庭が年々増加しており、平均月
2万3千円にのぼる利用料の負担軽減が求められています。今回の議会では、こうした家庭への経済的支援
をどのように進めるのかに加え、子どもたちの多様な学びを支える新たな選択肢として検討が進む「学びの多
様化学校」の設置に向けた進捗や課題、今後のスケジュールについて質問しました。市長からは、フリースク
ールなどを利用する家庭の経済的負担を「課題として認識している」と述べ、来年度下半期から月1万円を上
限とする利用料助成制度を新たに設ける方針を示しました。また、学びの多様化学校については、「教育セン
ターと一体となった不登校対策を見据えて基本計画を策定し、『誰もが自分
らしく未来を描ける学校』をコンセプトに、子どもたちの思いや考えを尊重
し、社会的自立を支える学校づくりを進めていく」旨の答弁がありました。

■今後のスケジュール
　• 令和10年度に改修工事を開始
　• 令和10年度にプレ教室で教育課程の一部を先行実施
　• 令和12年度に開校予定

　近年、温暖化による旺盛化や地域の担い手不足、管理面積の
拡大により、従来の草刈りだけでは地域の求めるスピードに対応
しきれない状況が生じています。今回の議会では、こうした課題

を踏まえ、防草対策の必要性をどの
ように認識しているのか、また、今
後の進め方や新年度の具体的な取り
組みについて質問しました。
　副市長からは、「草刈りの面積を
減らし、毎年の作業を不要とするた
め、コンクリートや防草シートなどによる防草対策は不可欠である。今後の進め
方としては、来年度からスタートする第2次実施計画の3年間で約2万8,000平
方メートルを整備する予定であり、令和８年度は、このうち1万8,000平方メー
トルの防草対策を実施し、具体的には中央分離帯や道路のり面をコンクリートま
たは防草シートで被覆する」旨の答弁がありました。

　市民公募で選ばれた千葉開府900年を記念したデザインマンホールふたが完成！
①千葉氏部門：中央公園付近
②千葉市動物公園部門：JR都賀駅東口前
③千葉都市モノレール部門：千葉公園内
千葉開府900年が、市内の歴史・文化を身近に感じられる取り組みとして注目されています。

記念マンホールふたが市内3カ所に設置されました。

　千葉開府900年を記念して、市役所前の国道357号上部空間
に、約3,000袋のカラー土のうで作った「千葉開府900年」の大
きな文字アートを展示しています。市民の皆さんと、（一社）千葉
市建設業協会、市職員が力を合わせて完成させた作品です。
　展示は市役所前のポートツインブリッジ（歩道橋）から、作品全
体をきれいに見ることができます。皆さんと一緒に、千葉開府
900年を盛り上げていきましょう。
※展示に使った土のうは、災害時に備えるため、備蓄土のうとして活用予定です。

カラー土のうの記念アートを展示中

防草対策工事実施現場を視察

千葉氏 千葉市動物公園 千葉都市モノレール

植樹帯施工後

令和8年
第1回 定例会
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